
株式会社 エムウェーブ第28期事業報告書 
 

自：令和６年４月１日 

至：令和７年３月31日 

１ 事業の概要 

(１) 事業の経過及びその成果 

「エムウェーブ」及び「ビッグハット・若里市民文化ホール」は、長野オリンピック   

レガシーとして後世に引き継いでいくとともに、長野市の「スポーツと文化の振興」

及び「産業の発展」に資することを目的とした施設です。 

当社は、その指定管理者として、関係機関との連携の下、積極的な営業活動と情報発信を

展開するとともに、質の高いサービスを提供し、一層の利用を促進することで、地域経済の

活性化に貢献してまいりました。また、アイススケートの競技力向上や普及促進を図るとと

もに、運営面では更なる効率化・合理化に努めてきたところであります。 

当期は、運営面では、上期までのグリーンシーズンでは、予定されていたコンサート

や展示会等が概ね順調に開催されました。下期のアイスシーズンに入り、スピードスケ

ートＷ杯やジャパン・パラアイスホッケーチャンピオンシップ、全国中学校スケート

大会などの大きな大会が開催され、多くの観客にお越しいただきました。また、スケート

に親しむ環境づくりのため、市内中学生以下の滑走料無料化の実施とアイススポーツデイ  

２０２４の開催、一般営業時間や無料開放の確保等を行い、スケート競技の振興としては、前述

の大会のほか、新たにランキングアップＭシリーズを設けました。その一方で、エムウェー

ブでは長寿命化改修工事が、ビッグハットはポンプ改修工事が２月から始まったこと

により、リンクの運営期間が短縮した影響もあってスケート利用者数は前期よりも 

減少したものです。 

収支面では、売上高としては、人件費及び物資、光熱費の高騰に対応した指定管理料を  

増額していただいたことやイベントが順調に開催されたことにより増加しました。経費面で

は、人件費高騰による委託費の増加や経年劣化に伴う備品等の更新のほか、光熱費に

あっては、高温多湿の影響によるエムウェーブのアイスリンク整氷時のガス代の増加

が ありましたが、国の支援策が幾度なく実施されるなど一定程度抑えられたことから、営

業利益は前期よりも1,000万円ほど多い2,800万円となったものです。 

事業実績は、売上高は６億8,015万円となり、前期との比較では2,797万円の増加、26期と

比較すると 72,519万円の増加となりました。販売費及び一般管理に係る営業費用は６億

5,151万円で、前期と比べ 1,818万円の増となりました。 

その結果、当期の営業利益は 2,800万円の黒字、営業外収支を含めた税引前当期利益は 

3,357万円の黒字となりました。 

    [単位：千円／税抜き］  

  利用者数(人) 売上高 販売費・管理費等 営業利益 

全
体
総
括 

26期実績 425,731 607,640 658,212 △50,572 

27期実績 479,607 652,184 633,330 18,464 

28期実績 457,833 680,159 651,519 28,006 

増減 
26期比  32,102 72,519 △6,693 78,578 

27期比 △21,774 27,975 18,189 9,542 



（２）施設部門別実績 

ア エムウェーブ部門 

(ア)収支実績  

売上高については、４億4,037万円で、前期より 4,429万円、26期より 5,667万円の増額

となりました。 

販売費・管理費等の経費については、４億1,005万円で、主に国の支援策が幾度なく

実施され光熱水費が一定程度抑えられたことに伴い、対前期 2,374万円の増加、対26期 

1,929万円の減少となりました。 

結果として、営業利益は 2,968万円の黒字となり、前期と比較すると 2,030万円、26期と

比較すると 7,533万円の増加となりました。 

 

 [単位：千円／税抜き］  

 利用者数(人) 売上高 販売費・管理費等 営業利益 

エ
ム
ウ
䣷
䤀
ブ 

26期実績 210,385 383,697 429,349 △45,652 

27期実績 216,733 396,079 386,310 9,379 

28期実績 206,414 440,376 410,054 29,687 

増減 
26期比  △3,971 56,679 △19,295 75,339 

27期比 △10,319 44,297 23,744 20,308 

 

 （イ）施設見学及び売店部門 

長野オリンピックミュージアムは、展示品の保管・維持・充実を図ってまいりました。 

当期は、長寿命化工事により開館期間が短くなりましたが、見学者については、大きな  

スポーツ大会やイベント開催のほか、平日の外国人観光客が増えてきており、9,385人と前

期より979人多い方にお越しいただきました。 

売店の売上は 84万円で、対前期 23万円の増加となりました。 

 

（ウ）貸館部門 

グリーンシーズンの貸館営業につきましては、継続的にご利用いただいている顧客への営

業を含め、ビッグハットと営業面での連携を図りつつ、イベント等の誘致・開催に努めたと

ころです。予定されていた展示会等は概ね順調に開催され、イベント等も徐々に戻りつ

つありますが、大規模会場だけに、物価高騰によりイベント開催経費が増加しているなど、

コロナ禍前に戻るにはまだ時間がかかるものと考えられます。 

売上は4,370万円で、前期と比べて、大きなイベントが少なかったこともあり 1,757万円

減少しましたが、入館者数は 124,366人で2,938人の増加となっています。 

 



（エ）スケート部門 

スケート大会につきましては、全日本スピードスケート距離別選手権大会はじめ、 

５年ぶりに開催されたワールドカップ長野大会、全国中学校スケート大会などに加

え、新たにランキングアップＭシリーズを設けたことから、売上は 3,995万円、大会入

場者数は 24,356人となりました。これら大会や新たなシリーズの開催により、入場者数は、

9,000人程度の増加となりました。 

スケート入場については、スケート教室のほか、無料開放、一般スケート営業を予定どお

り実施できましたが、長寿命化改修工事により1ヶ月程度リンクの営業期間が短縮となった

影響から、売上は3,606万円、スケート入場者数はＮＴＣ利用者を含め 48,307人と、前期と

比較して 売上は1,088万円、入場者は7,727人の減少となりました。 

エムウェーブのアイススケートの営業概要は、次のとおりです。 

 

■アイススケート期間（営業期間：134日間） 

令
和
６
年 

９月９日(月) スピードリンク製氷作業（～９月30日） 

10月１日(日) スピードリンクオープン（全日本及び競技者受入れ） 

10月２日(火) ホッケーリンク整備（～11月２日）※大会期間中断あり 

10月６日(日) スピードリンクオープン（一般営業開始） 

11月３日(金) ホッケーリンクオープン 

11月５日(火) スケート教室受入れ開始 

７
年 

２月16日(日) 営業終了 

２月17日(水) 解氷作業(２月17日～27日) 

 

■無料開放（５日間） 

令和６年10月６日(日) 来場者   472人 

    11月３日(日) 〃  1,261人 

    12月８日(日) 〃  1,695人 

令和７年１月19日(日) 〃  2,671人 

    １月26日(土) 〃  2,244人 

 

■ＮＴＣ（ナショナルトレーニングセンター） 

 アイスリンク専有時間 154時間 

 利用選手数 延べ11,354人（うち、ＮＴＣ選抜有資格者1,705人） 

 トレーニングルーム利用者数 延べ 869人 

 

 



 

■主な競技会・イベント 

 

■市内小学校スケート教室 

教室開催日 30日間 

参加学校数 延べ 52校 

参 加 者 数 延べ 5,021人 

（オ）その他 

館内の広告看板営業収入については、前期と同程度 733万円となりました。 

 

イ ビッグハット部門 

（ア）収支実績 

  売上高については２億3,978万円で、前期と比較しグリーンシーズンのイベント数やアイ

スシーズンの大きな大会が少なかったため、前期より 1,632万円の減少となりましたが、26

期と比較すると 1,584万円の増加となりました。 

販売費・管理費等については２億4,146万円で、対前期 555万円の減少、対26期 1,260

万円の増加となり、その主な要因としては、イベント数の減に伴う業務委託費と光熱

費の減少によるものです。 

結果として、営業利益は 168万円の赤字となり、対前期 1,076万円の減少、対26期 323

万円の増加となっています。 

                      [単位：千円／税抜き］  

 利用者数(人) 売上高 販売費・管理費等 営業利益 

ビ
䣹
グ
ハ
䣹
ト 

26期実績 215,346 223,943 228,863 △4,920 

27期実績 262,874 256,105 247,020 9,085 

28期実績 251,419 239,784 241,464 △1,681 

増減 
26期比  36,073 15,841 12,601  3,239 

27期比 △11,455 △16,321 △5,556  △10,766 

１ 第31回全日本スピードスケート距離別選手権大会 10月25日(金)～27日(日) 

２ ワールドカップスピードスケート第1戦 長野大会 11月22日(金)～24日(日) 

３ 第69回長野県高校総体スケート競技会スピード競技 12月10日(火)～11日(水) 

４ 第63回長野県中学校総体スピードスケート競技会 １月６日(月)～７日(火)    

５ 第45回全国中学校スケート大会(スピードスケート) ２月１日(土)～４日(火) 

６ 第23回エムウェーブスピードスケート競技会 ２月14日(金)～16日(日) 

７ ランキングアップＭシリーズ（３回） 

11月８日(金)～10日(日) 

12月13日(金)～15日(日) 

１月11日(土)～13日(月) 



（イ）貸館部門 

様々な分野でのイベントの誘致・開催に努めてまいりました。イベント等も徐々に戻りつ

つあり、コンサート、展示会、スポーツ大会の開催などの会場として、利用いただきました。 

売上は 7,286万円、入館者数は 168,470人で、前期と比較して売上は 983万円減少、入館

者数は 4,591人の増加となり、対26期では、売上は 1,063万円、入館者数は 46,661人の増

加となっています。  

若里市民文化ホールについては、会議室等の利用を行っておりますが、売上は 2,451万円、

入館者 74,611人で、対前期と比べ売上で 230万円、入館者で 286人の減少となっています。 

（ウ）スケート部門 

スケート大会等につきましては、ジャパンパラアイスホッケーチャンピオンシップや 

全国中学校スケート大会（フィギュアスケート）が開催されたほか、アイスホッケーのロー

カル大会も予定どおり開催されました。 

スケート大会売上は 1,260万円、入場者数は 7,510人となり、前期と比較すると売上は 

1,477万円の減少し、入場者数は、全日本フェギュアスケート大会が開催されなかったこと

により 15,005人の減少となりました。 

スケート入場の売上は 148万円で、大会等の準備や工事で営業期間短縮によりコマ貸しが

少なくなり、前期と比較して 78万円の減少、スケート入場者は 828人で前期と比較して 755

人の減少となりました。 

ビッグハットのアイススケートの営業概要は、次のとおりです。 

 

■アイススケート期間（営業期間：51日間） 

令和６年12月２日（月） ホッケーリンク製氷作業(～12月15日) 

12月16日（月） ホッケーリンクオープン 

令和７年２月９日（日） アイスリンク営業終了 

２月23日（日） 解氷作業(２月10日～２月24日) 

 

  ■主なイベント及び競技会 

令和６年12月21日(土)～22日(日) 
北信越東海セントラルジュニアアイスホッケ

ーリーグ 

令和７年１月10日(金)～15日(水) 
ジャパンパラアイスホッケーチャンピオンシ

ップ 

令和７年２月２日(日)～４日(火) 
第45回全国中学校スケート大会（フィギュアス

ケート） 



 

（３） 営業成績及び財産状況の推移 

                                         （単位：千円） 

区 分 第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第７期 第８期 第９期 

売 上 高 93,020 503,205  477,700 427,268 411,745 342,744 360,336 368,690 226,660 

当期損益 

(税引後) 
△9,014 △32,767 32,162 5,041 6,673 △ 279 8,568 6,572 18,438 

1株当り 

当期損益 

円 

△1,502.35 

円 

△5,461.18

円 

5,360.47 

円 

840.22 

円 

1,112.14 

円 

△46.52 

円 

1,428.05 

円 

1,095.37 

円 

3,072.95 

純 資 産 290,986 258,219 290,382 295,423 302,096 301,817 310,385 316,957 335,395 

総 資 産 345,709 318,346 348,281 377,501 334,536 327,694 350,694 349,387 383,298 

 

区 分 第10期 第11期 第12期 第13期 第14期 第15期 第16期 第17期 第18期 

売 上 高 626,482 643,286 628,308 648,565 677,245 627,560 644,889 663,919 639,418 

当期損益 

(税引後) 
36,142 18,123 14,059 16,599 19,293 12,519 2,578 5,978 12,185 

1株当り 

当期損益 

円 

6,023.69 

円 

3,020.33 

円 

2,703.64 

円 

3,192.09 

円 

3,710.20 

円 

2,407.55 

円 

495.91 

円 

1,149.65 

円 

2,343.43 

純 資 産 371,537 389,660 363,719 380,318 399,611 412,130 414,709 420,686 432,872 

総 資 産 450,954 464,166 430,645 473,967 470,712 483,716 488,594 507,272 505,043 

 

区 分 第19期 第20期 第21期 第22期 第23期 第24期 第25期 第26期 

売 上 高 674,087 682,983 621.096 640,918 622,865 505,313 566,681 607,640 

当期損益 

(税引後) 
13,658 16,386 12,598 8,008 1,254 △32,243 △10,237 △48,661 

1株当り 

当期損益 

円 

2,626.62 

円 

3,151.22 

円 

2,422.80 

円 

1,540.16 

円 

241.19 

円 

△6,200.57 

円 

△1,968.65 

円 

△9,357.88 

純 資 産 446,531 462,917 475,516 313,525 314,779 282,535 272,298 223,637 

総 資 産 539,002 563,713 547,772 393,314 385,087 338,210 540,549 344,473 

 

区 分 第27期 第28期 

売 上 高 652,184 680,159 

当期損益 

(税引後) 
22,490 33,247 

1株当り 

当期損益 

円 

4,325.15 

円 

6,393.75 

純 資 産 246,127 279,375 

総 資 産 379,071 342,198 

 

（注） 

 １ 第１期は、当社設立が６月１日であり、９月 30 日までの４か月間です。 

 ２ 第９期から事業年度を４月１日から翌年３月 31 日までと変更したため 

第９期は６か月間です。 

 ３ １株当たり当期損益は、期末発行済株式の総数から算出しています。 

なお、発行済株式の総数については、自己株式を除いています。 

 ４ 第10期からビッグハット及び若里市民文化ホールの指定管理業務を行って 

います。 

 ５ 第22期において、資本金の額を３億円から 9,000万円に減少するとともに、

自己株式 800株を消却しました。 



 （４） 設備投資の状況 

ア オリンピックミュージアムにパリオリンピックメダルを購入しました。 

イ オリンピックミュージアムにパリオリンピックトーチを購入しました。 

ウ 若里市民文化ホールの防災盤ＵＰＳバッテリを購入しました。 

エ 若里市民文化ホールの防災システム MCU シャットダウン用 UPS 交換しました。 

オ エムウェーブの地下ガス漏れ検知器増設しました。 

    カ エムウェーブにスピードスケートメンテナンス機器を購入しました。 

 

 （５）会社が対処すべき継続的取組 

ア 長野オリンピックレガシーとして大切な施設である「エムウェーブ」、「ビッグハット」

を後世に引き継いでいきます。 

・グリーンシーズンには、施設の利用促進を図り、地域振興や経済の活性化に貢献して  

いきます。 

・アイスシーズンには、アイススケートの拠点としてスケート文化の醸成を図っていきま

す。とりわけ、近年はスケート利用者や大会に出場する長野県内のジュニア選手が減少

傾向にあることから、子どもたちを中心に、気軽に楽しくアイススケートに親しむ環境

をつくることや、競技団体と連携して、ＮＴＣ運営のほか競技大会の誘致・開催など、

競技力の向上に努めていきます。 

 イ 合理的、効率的な経営を行い、常に良質なサービスの提供と継続的な黒字経営に努めて

いきます。 

 



２ 会社の現況 

 （１）株式の状況 

会社が発行する株式の総数 24,000株 

発行済み株式の総数        5,200株 

株主数      ８名 
 
 
 

株 主 名 
当社への出資状況 

持 株 数 出資比率（％） 

長野市 3,000 57.7 

長野県   600 11.5 

株式会社 前川製作所   800 15.4 

鹿島建物総合管理 株式会社   500  9.6 

株式会社 八十二銀行   160  3.1 

長野信用金庫    80  1.5 

長野県農業協同組合中央会    30  0.6 

長野都市ガス株式会社    30  0.6 
 

 

 （２）取締役及び監査役の氏名等（令和７年３月31日現在） 

会社における地位 氏  名 担当または主な職業 

代表取締役会長 荻 原 健 司 長野市長 

代表取締役社長 倉 島   明 株式会社エムウェーブ（常勤） 

専務取締役 小 林 祐 二 株式会社エムウェーブ（常勤） 

取締役 加 藤   浩 長野県観光スポーツ部長 

取締役 吉 田 秀 樹 株式会社八十二銀行常務執行役員 

取締役 松 山 大 貴 長野市副市長 

取締役 鈴 木 秀 樹 長野市スポーツ部長 

監査役 鈴 木 弘 一 長野信用金庫専務理事 

監査役 武 重 正 史 長野県農業協同組合中央会専務理事 

  （注）当該事業期中の取締役及び監査役の異動は、次のとおりです。 

１ 取締役退任 

令和６年３月31日付けで米沢一馬氏、中村裕一氏が退任されました。 

令和６年６月24日付けで樋代章平氏が退任されました。 

２ 取締役就任 

令和６年６月24日付けで加藤 浩氏、吉田秀樹氏、鈴木秀規氏が就任されました。 

   ３ 監査役退任 

     令和６年月６月18日付けで目黒 匡氏が退任されました。 

   ４ 監査役就任 

     令和６年６月24日付けで鈴木弘一氏が就任されました。 



 

 （３） 従業員の状況（役員を除く。令和７年３月31日現在） 

人  数 平均年齢 平均勤続年数 

男 性 

女 性 

６名 

５名 
54歳６月 ８年 

 

 


